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十
二
月
十
日（
金
）本
学
に
て

短
大
総
合
文
化
学
科
一
年
生

に
よ
る「
地
域
貢
献
活
動
の
実

践
発
表
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
学
の
短
期
大
学
部
で
は
、

「
社
会
貢
献
の
理
論
と
実
践
」お

よ
び「
地
域
貢
献
活
動
の
実
践
」

が
、
全
学
共
通
科
目
区
分
と
し

て
教
養
科
目
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
科
目
は
、「
地

域
を
活
性
化
す
る
た
め
の
活
動

を
通
じ
て
、
課
題
発
見
力
や
主

体
性
、
実
践
力
、
協
働
す
る
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
」、
ま
た

「
報
告
書
作
成
や
発
表
会
の
開

催
を
通
じ
て
文
章
表
現
力
、プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
一
年
生
の
六
グ

ル
ー
プ
が
春
・
秋
学
期
の
通
年

で
活
動
し
、
今
回
は
そ
の
成
果

を
ス
ラ
イ
ド
や
動
画
で
発
表
し

ま
し
た
。

　

一
年
間
の
活
動
の
集
大
成
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、ど
の
グ
ル
ー

プ
の
発
表
も
内
容
が
濃
く
、
地

域
へ
の
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
企

画
・
発
表
揃
い
で
し
た
。

　

全
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
発
表
の

後
、
松
戸
市
役
所
総
合
政
策
部

政
策
推
進
課
臼
井
薫
氏
よ
り
講

評
と
松
戸
市
長
賞
の
発
表
が
あ

り
、
市
内
の
神
社
仏
閣
を
紹
介

し
た「
神
社
仏
閣
と
防
災
」が
受

賞
し
ま
し
た
。
講
評
で
は「
企

画
立
案
も
大
変
で
す
が
、も
っ
と

重
要
な
こ
と
は
そ
れ
が
実
践
で

き
た
か
ど
う
か
で
す
。ま
た
、地

域
貢
献
活
動
は
学
ん
で
き
た
こ

と
を
ど
う
生
か
す
か
が
大
切
で

す
。こ
の
活
動
は
皆
さ
ん
の
今
後

の
糧
と
な
る
で
し
ょ
う
」と
エ
ー

ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
最

優
秀
活
動
賞
は
、
参
加
者
に
よ

る
投
票
に
よ
り「A

M
U

LE
T

 
D

O
LL

（
あ
み
ゅ
れ
っ
と
・
ど
ー

る
）」（
園
児
か
ら
古
着
と
デ
ザ

イ
ン
を
募
集
し
、
実
際
に
制
作

す
る
活
動
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、学
生
は

「
一
つ
の
こ
と
を
み
ん
な
で
や

り
遂
げ
た
こ
と
で
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
生
ま
れ
達
成
感
が
得
ら
れ

た
」「
松
戸
市
の
良
い
点
や
課
題

点
が
見
つ
か
っ
た
」な
ど
自
身

の
成
長
や
気
付
き
を
挙
げ
て
お

り
、
社
会
に
羽
ば
た
く
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
、
大
変
有
意
義
な
活

動
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
グ
ル
ー
プ
の
詳
し

い
活
動
内
容
は
、
総
合
文
化
学

科
十
二
月
の
ブ
ロ
グ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
。

︻
参
加
グ
ル
ー
プ
と
受
賞
︼

▼
企
画
名
:「
南
房
総
絵
本
制
作
」

・
グ
ル
ー
プ
名
:
絵
本
制
作

▼
企
画
名
:

「
図
書
館
活
性
化2021

」

・
グ
ル
ー
プ
名
:

図
書
館
活
性
化
チ
ー
ム2021

▼
企
画
名
:「
製
菓
・
フ
ー
ド
の

名
品
づ
く
り
」

・
グ
ル
ー
プ
名
:

製
菓・フ
ー
ド
の
名
品
づ
く
り

●
松
戸
市
長
賞

▼
企
画
名
:「
神
社
仏
閣
と
防
災
」

・
グ
ル
ー
プ
名
:

神
社
仏
閣
と
防
災
チ
ー
ム

●
総
合
文
化
学
科
長
賞

▼
企
画
名
:「
岩
瀬
自
治
会
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
世
代
間

の
交
流
を
図
ろ
う
」

・
グ
ル
ー
プ
名
:

岩
瀬
自
治
会
と
の
交
流

●
最
優
秀
活
動
賞

（
参
加
者
の
投
票
に
よ
り
決
定
）

▼
企
画
名
:

「A
M

U
LET

 D
O

LL

（
あ
み
ゅ
れ
っ
と
・
ど
ー
る
）」

・
グ
ル
ー
プ
名
:

 
A

M
U

LET

グ
ル
ー
プ

■
短
大
総
合
文
化
学
科

第
八
回
地
域
貢
献
活
動
の
実
践
発
表
会
を
開
催

　

港
区
三
田
地
区
の
再
開
発
事

業
に
伴
い
、
聖
徳
大
学
幼
児
教

育
専
門
学
校
お
よ
び
三
田
幼
稚

園
の
校
舎
・
園
舎
は
、
令
和
五

年
四
月
、
隣
接
地
へ
の
建
て
替

え
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
移
転
計
画
に
先
立
ち
、

校
庭・園
庭
の
二
本
あ
る
ケ
ヤ
キ

の
う
ち
一
本
は
移
植
、も
う
一
本

は
伐
採
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
十
二
月
五
日（
日
）、

学
園
お
よ
び
工
事
関
係
者
は
御

田
神
社
で
お
祓
い
を
受
け
た
の

　

ま
た
、
こ
の
一
連
の
工
事
に

合
わ
せ
、
十
二
月
二
十
三
日

（
木
）に
は
、
同
専
門
学
校
玄
関

ロ
ビ
ー
の
壁
画『
伝
統
』（
利
根

山
光
人
作
）の
移
転
工
事
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
校
舎

の
壁
画
を
壁
ご
と
切
り
取
り
、

巨
大
ク
レ
ー
ン
で
吊
り
上
げ
て

隣
接
す
る
新
校
舎
の
予
定
地
に

運
ぶ
と
い
う
、
全
国
で
も
類
を

見
な
い
特
殊
な
工
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
よ

り
準
備
が
行
わ
れ
、

細
心
の
注
意
が
払
わ

れ
る
中
、
鉄
骨
で
養

生
さ
れ
た
壁
画
が
、

巨
大
ク
レ
ー
ン
に
よ

り
作
品
を
損
ね
る

こ
と
な
く
無
事
新

校
舎
予
定
地
に
移

さ
れ
ま
し
た
。

ち
、
長
年
に
わ
た
り
子
ど
も
た

ち
を
見
守
っ
て
き
た
ケ
ヤ
キ
の

木
は
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

伐
採
さ
れ
た
ケ
ヤ
キ
は
新
校
舎

の
一
部
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る

予
定
で
す
。

▼
学
園
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
大
学
院
・
大
学
・
短
大・

▼
幼
児
教
育
専
門
学
校
・・・・・・・・・・

▼
光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
・
高
・・・・

▼
取
手
聖
徳
女
子
中
・
高
・・・・・・・・・

▼
小
学
校
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
幼
稚
園
・・・・・・・・・・・・・・・・・

▼
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・・・・・・・・・・

１
・
２

１
・
２
・
３
・
４・
８

５５６

６
６
・
７８

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｘ

三
田
地
区
再
開
発
事
業

校
庭
の
ケ
ヤ
キ
を
移
植
・
伐
採

壁
画
を
ク
レ
ー
ン
で
移
動

速報速報！！
今 年 も 多 くの 現 役 生 が 夢 を 実 現 して い ま す今 年 も 多 くの 現 役 生 が 夢 を 実 現 して い ま す

公務員採用試験合格実績公務員採用試験合格実績
令和令和33年度年度

（通学課程のみ 令和4年1月24日現在 延べ数）

【公立小学校教員】
東京都 3名／千葉県・千葉市10名／埼玉県3名／茨城県2名／新潟県1名／新潟市1名

※東京都は期限付き合格者を含む

【公立中学校教員】
茨城県1名

【養護教諭】
東京都1名

■ 東京都 計27名 葛飾区13名／江戸川区3名／江東区2名／中央区1名／品川区1名／港区2名／
荒川区1名／杉並区1名／台東区2名／豊島区1名

■ 千葉県 計19名 印西市1名／佐倉市1名／松戸市1名／成田市2名／千葉県1名／千葉市3名／
船橋市2名／柏市5名／流山市1名／旭市1名／鎌ヶ谷市1名

■ 埼玉県 計13名 さいたま市4名／越谷市2名／吉川市1名／三郷市1名／上尾市1名／川口市3名／
草加市1名

■ 神奈川県 計3名 相模原市1名／平塚市1名／横浜市1名

■ 茨城県 計1名 牛久市1名 ■ 栃木県 計1名 佐野市1名

■ 福島県 計1名 いわき市1名 ■ 北海道 計2名 札幌市1名／苫小牧市1名

【幼保一括】群馬県館林市1名

【保育教諭】千葉県山武市1名／福島県古殿町1名

【司書】埼玉県1名

【児童指導員】千葉県1名

【心理職】千葉県 3名

【保健師】茨城県つくば市1名／千葉県浦安市1名

【警察事務中級】千葉県警本部1名

臼井氏による講評

最優秀活動賞 AMULETグループ

各採用試験合格者

公立学校教員 合格者2222名

公立保育士 合格者6767名
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第
五
十
二
回
千
葉
県
私
学
教

育
功
労
者
表
彰
式
が
十
二
月
四

日（
土
）、ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー

ト
東
京
ベ
イ
幕
張（
千
葉
市
）に

て
行
わ
れ
、本
学
園
よ
り
、十
一

名
の
先
生
方
が
、
千
葉
県
の
私

学
教
育
の
振
興
発
展
へ
の
功
労

者
と
し
て
千
葉
県
私
学
教
育
振

興
財
団
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

聖
徳
大
学

児
童
学
部
長

通
信
教
育
部
児
童
学
部
長

教
授
大
成
哲
雄

聖
徳
大
学

語
学
教
育
セ
ン
タ
ー

教
授

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
・

ピ
ー
タ
ー
マ
キ
ァロ
ル

聖
徳
大
学

心
理
・
社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科
長
補
佐

准
教
授
須
田
仁

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

保
育
科

教
授
岸
田
眞
弓

聖
徳
大
学

保
健
セ
ン
タ
ー

教
授
鈴
木
悦
子

聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

総
合
文
化
学
科
長

教
授
蓑
輪
裕
子

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
・
高
等
学
校

教
諭
高
畠
政
文

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
・
高
等
学
校

教
諭
目
崎
明
彦

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ

中
学
校
・
高
等
学
校

教
頭
関
根
智
秋

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

教
諭
堀
田
文
絵

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校

教
諭
久
保
田
直
子

第
五
十
ニ
回

千
葉
県
私
学
教
育
功
労
者
表
彰

　

一
月
十
四
日（
金
）に
川
並
香

順
記
念
講
堂
に
て「
聖
徳
教
育

Ⅰ
」の
文
化
講
演
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
春
に
社
会
へ

と
巣
立
つ
卒
業
年
次
の
学
生
を

対
象
に
、
各
分
野
で
活
躍
す
る

著
名
人
を
招
い
た
講
演
会
で
、

昭
和
四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）

か
ら
続
い
て
い
ま
す
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
昨
年
同

様
今
年
もZ

oom

を
使
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
二
〇
〇
〇
年

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
一
〇
〇
〇
〇
ｍ
代
表

で
、
本
学
人
間
栄
養
学
科

卒
業
生
の
高
橋
千
恵
美
氏

を
迎
え
、『
ア
ス
リ
ー
ト
か

ら
管
理
栄
養
士
を
め
ざ
し

て
』と
題
し
、
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

高
橋
氏
は
昭
和
五
十
一
年

（
一
九
七
六
年
）宮
城
県
栗
原
市

に
生
ま
れ
、
高
校
時
代
は
強
豪

聖
和
学
園
高
等
学
校
に
て
、
全

国
高
校
女
子
駅
伝
に
二
度
出
場

し
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
卒

業
後
は
、
地
元
の
実
業
団
で
競

技
を
続
け
、
日
本
代
表
と

し
て
世
界
陸
上
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
舞
台
で
活
躍
し

ま
し
た
。

　

現
役
引
退
後
は
、
母
校

で
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成

二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）

一
念
発
起
し
、
本
学
の
ア

ス
リ
ー
ト・セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
支
援
特
別
奨
学
生
の

第
一
号
と
し
て
人
文
学
部

人
間
栄
養
学
科（
現
・
人
間

栄
養
学
部
）に
入
学
し
ま

し
た
。
そ
し
て
学
び
の
ブ

ラ
ン
ク
を
も
の
と
も
せ
ず
、

四
年
で
卒
業
し
、
そ
の
年

の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験

に
合
格
。
現
在
は
管
理
栄

養
士
と
し
て
多
方
面
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
現
役
時
代
重
い

貧
血
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と
、チ
ー

ム
に
栄
養
士
が
お
ら
ず
、
独
学

で
栄
養
の
知
識
を
得
て
い
た
こ

と
、
体
重
制
限
な
ど
か
ら
摂
食

障
害
に
な
る
選
手
が
い
た
こ
と

な
ど
、
管
理
栄
養
士
を
目
指
し

た
き
っ
か
け
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
自
ら
の
体
験
を
も
と
に

「
練
習
は
噓
を
つ
か
な
い
」「
あ

き
ら
め
な
い
気
持
ち
が
大
切
」

と
後
輩
た
ち
に
力
強
く
エ
ー
ル

を
贈
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

十
二
月
五
日（
日
）、
本
学
香

順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、
香

和
会（
同
窓
会
）北
関
東
・
南
関

東
支
部
合
同
交
流
会
が
行
わ
れ
、

来
校
・
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
に
よ

る
開
催
で
教
職
員
・
卒
業
生
約

六
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
京
二
〇
二
〇
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
車
い
す
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
競
技
に
出
場
さ
れ
た
松
本

美
恵
子
氏（
平
成
二
年
短
大
文

学
科
英
文
専
攻
卒
）
を
招
き
、

「
挑
戦
︱
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
ら
パ
リ
へ
︱
」と
題
し
た

特
別
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
氏
は
本
学
卒
業
後
、
二

年
間
の
銀
行
勤
務
を
経
て
、
英

語
教
諭
を
志
し
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
ま
す
が
、
祖
父
の
病
気
を

契
機
に
看
護
の
道
に
進
路
を
変

更
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
に
満
ち
た
半
生
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
結
婚
、

出
産
し
、
看
護
師
と
し
て
仕
事

に
家
庭
に
と
日
々
奮
闘
す
る
中
、

難
病
の
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー

症
候
群
と
い
う
病
魔
に
襲

わ
れ
ま
す
。
手
足
に
障
害

が
残
り
ま
し
た
が
、
息
子

の
康
雅
君
が
小
学
生
に
な

り
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
始
め

た
の
を
機
に
、
親
子
の
時

間
を
持
ち
た
い
と
自
分
も

車
椅
子
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を

始
め
、
そ
し
て
見
事
日
本

代
表
と
し
て
二
〇
二
〇
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
夢
は
次
の
パ
リ
大
会

で
、
親
子
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
す
る
こ
と
」。
看
護

師
の
職
務
に
励
む
傍
ら
、

夢
の
実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
松
本
氏
の
姿
に
、
会
場
は

感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（後列左より）： 川並芳純常務理事、 ヴィンセント先生、 高畠先生、 目崎先生、 関根先生、 大成先生、 辻大学事務局長
 （前列左より）： 鈴木先生、 蓑輪先生、 堀田先生、 久保田先生

●

令
和
三
年
度
文
化
講
演
会

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
選
手
・

本
学
人
間
栄
養
学
科
卒
業
生

高
橋
千
恵
美
氏
を
迎
え
て

●

香
和
会
北
関
東
・
南
関
東
支
部
合
同
交
流
会

車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
日
本
代
表

本
学
卒
業
生

松
本
美
恵
子
氏
が
講
演

松本美恵子氏高橋千恵美氏



第118号（3） 令和4年2月1日（火）

　

十
二
月
二
十
四
日（
金
）、
短

大
二
年
生
を
対
象
と
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト「
サ
ン
タ
に

な
っ
て
学
科
の
壁
を
越
え
よ
う

～M
ission!

ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
を
完
成
さ
せ
ろ
！
～
」を

開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
コ
ロ
ナ

禍
で
、
学
生
時
代
の
思
い
出
が

少
な
い
ま
ま
卒
業
を
迎
え
て
し

ま
う
短
大
二
年
生
に
思
い
出
づ

く
り
を
」と
、
代
表
学
生
が
中

心
と
な
り
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
サ
ン
タ
や
ト
ナ
カ
イ
の
格

好
を
す
る
」と
い
う
ド
レ
ス
コ
ー

ド
を
設
け
、
学
内
を
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
形
式
で
巡
る
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
と
、
川
並
香
順
記

念
講
堂
で
の
学
び
の
発
表
会
の

二
部
構
成
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
で
は
、

学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
教
室
を

巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
最

後
に
他
の
学
科
や
ク
ラ
ス
の
学

生
と
ペ
ア
リ
ン
グ
し
て
全
員
で

作
っ
た
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
ゲ
ッ

ト
し
、ゴ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
に
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
当

日
は
、
川
並
弘
昭
記
念
図
書
館

の
貴
重
書
展
示
ラ
ウ
ン
ジ
を
公

開
し
、
学
生
か
ら
は「
美
術
館

顔
負
け
の
場
所
が
聖
徳
に
あ
り

驚
い
た
」と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
特
別
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て「
学
長
室
を
探
せ
！
」と
題

し
、
学
長
室
を
探
し
当
て
て
訪

問
す
る
企
画
も
あ
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
開
始
早
々
に
、サ
ン

タ
の
格
好
を
し
た
学
生
た
ち
が

学
長
室
を
探
し
当
て
、
川
並
弘

純
学
長
と
に
こ
や
か
に
記
念
写

真
に
納
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
、
川
並
香
順
記
念

講
堂
で
保
育
科
の
ピ
ア
ノ
の
連

弾
演
奏
と
表
現
あ
そ
び
発
表
会

を
実
施
し
ま
し
た
。ピ
ア
ノ
の

連
弾
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

完
成
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

と
相
ま
っ
て
素
敵
な
時
間
と
空

間
を
演
出
し
ま
し
た
。
ま
た
表

現
あ
そ
び
で
は
、
学
生
た
ち
は

自
作
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
も
重
ね

て
臨
ん
だ
発
表
は
素
晴
ら
し
い

出
来
栄
え
で
し
た
。

　

学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
思
い

出
に
残
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
学
主
催
に
よ
る
第
六
回「
高

校
生
の
体
験
発
表
会
」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
発
表
会
は
、
多
様
な

学
校
や
学
科
の
枠
を
超
え
た
交

流
を
通
し
て
高
校
生
の
教
育
活

動
が
さ
ら
に
深
化
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
日

程
を
ス
テ
ー
ジ
発
表
型
と
オ
ン

ラ
イ
ン
発
表
型
の
二
つ
に
分
け

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
型
は
、
十
一
月

二
十
日（
土
）に
本
学
の
香
順
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
し

た
。昨
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
の

実
施
で
し
た
が
、
本
年
度
は
感
染

対
策
を
徹
底
し
、ス
テ
ー
ジ
発
表

型
の
発
表
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
十
六

校
よ
り
十
八
団

体
八
十
三
名
の

高
校
生
、
お
よ

び
引
率
の
先
生

方
が
参
加
し
ま

し
た
。
発
表
は

午
前
と
午
後
で

入
れ
替
え
制
と

し
、
三
密
を
避

け
、
会
場
の
消

毒
を
行
い
感
染

対
策
に
努
め
ま

し
た
。二
年
ぶ
り

と
な
る
ス
テ
ー

ジ
で
の
発
表
で
し
た
が
、
高
校
生

の
熱
気
や
迫
力
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
発
表
型
は
十
二

月
十
八
日（
土
）にZ

oom

を
用

い
て
開
催
し
、
十
八
校
よ
り
二
十

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
事
前
に
作

成
し
た
映
像
を
配
信

し
た
こ
と
で
円
滑
な

進
行
と
な
り
、
ま
た

伝
わ
り
や
す
い
動
画

を
作
成
す
る
と
い
う

ス
テ
ー
ジ
発
表
と
は

異
な
る
高
校
生
の
工

夫
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
に
委
員

会
活
動
や
部
活
動
、

国
際
交
流
、
研
究
活

動
等
の
高
校
生
の
多

様
な
体
験
や
そ
れ
ら

を
通
し
て
得
た
学
び

に
関
す
る
発
表
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

最
も
優
れ
た
発
表
に
贈
ら
れ

る
聖
徳
大
学
長
賞
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
型
で
は
、
千
葉
県
立
安
房
拓

心
高
等
学
校
の「
在
来
大
豆
普
及

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
千
葉
県
立
薬

園
台
高
等
学
校
の「
薬
草
園
復
活

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
、オ
ン
ラ
イ
ン

発
表
型
で
は
千
葉
県
立
松
戸
向

陽
高
等
学
校
の「
リ
モ
ー
ト
に
よ

る
介
護
実
習
」、
千
葉
県
立
柏
南

高
等
学
校
の「
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
発
表
」、
千
葉

県
立
市
川
昴
高
等
学
校
の「
市
川

昴
高
等
学
校
の
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
活
動
に
つ
い
て
」に
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
地
域
連
携
・
社
会

貢
献
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、

今
後
も
頑
張
る
高
校
生
を
応
援

し
て
い
き
ま
す
。

第
六
回

第
六
回  

「「
高
校
生
の
体
験
発
表
会

高
校
生
の
体
験
発
表
会
」」をを
開
催
開
催

短
大
二
年
生
が

短
大
二
年
生
が

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

■ 

音
楽
学
部
・
大
学
院
音
楽
文
化
研
究
科

第
二
十
三
回 

定
期
演
奏
会

　

十
二
月
四
日（
土
）、
川
並
香

順
記
念
講
堂
に
て
、音
楽
学
部
・

音
楽
文
化
研
究
科
定
期
演
奏
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え

る
歴
史
あ
る
こ
の
演
奏
会
。
感

染
防
止
措
置
に
よ
り
学
生
及
び

教
職
員
と
出
演
者
の
保
護
者
の

み
の
入
場
と
な
り
ま
し
た
が
、

ス
テ
ー
ジ
で
は
熱
い
演
奏
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
幕
開
け
を
務
め
た

の
は
島
津
千
歳
さ
ん（
二
年
）の

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品“F

ern

”。コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
音
楽
だ
け

で
な
く
、ヴ
ォ
ー
カ
ロ
イ
ド
に

よ
る
歌
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も

取
り
入
れ
た
作
品
で
す
。

　

続
い
て
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ス
テ

ー
ジ
で
す
。
最
初
に
井
上
亜
美

さ
ん（
三
年
）の〈
リ
ト
ル
マ
ー

メ
イ
ド
〉か
ら「
パ
ー
ト
・
オ
ブ
・

ユ
ア
・
ワ
ー
ル
ド
」、
続
く
佐
々

木
菜
結
さ
ん（
三
年
）は〈
ミ
ー
・　

ア
ン
ド
・
マ
イ
・
ガ
ー
ル
〉よ
り

「
ワ
ン
ス
・
ユ
ー
・
ル
ー
ズ
・
ユ

ア
・
ハ
ー
ト
」を
、
二
曲
と
も
時

折
セ
リ
フ
を
交
え
た
親
し
み
の

あ
る
演
奏
で
し
た
。

　

続
い
て
電
子
オ
ル
ガ
ン
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
。
最
初
は
王
天
姣

さ
ん（
四
年
）と
多
田
希
望
さ
ん

（
四
年
）の
デ
ュ
エ
ッ
ト
で〈
ピ

ア
ノ
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め

の“
あ
の
夏
へ
”〉を
美
し
く
壮

大
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
続
く
多
田

希
望
さ
ん
の
自
作
曲〈
灯
〉は
変

化
に
富
ん
だ
内
容
で
一
部
の
ラ

ス
ト
を
華
や
か
に
飾
り
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
趙
三
川
さ
ん（
博

士
前
期
二
年
）の
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
演
奏
で
幕
を
開
け
ま
し

た
。ブ
ク
ス
テ
フ
ー
デ
の「
プ
レ

ル
デ
ィ
ウ
ム
」を
男
性
ら
し
い

力
強
い
演
奏
で
迫
力
あ
る
音
色

が
場
内
に
響
き
渡
り
ま
す
。
続

い
て
井
上
陽
さ
ん（
三
年
）に
よ

る
フ
ル
ー
ト
独
奏
。
美
し
く
澄

ん
だ
音
色
が
場
内
を
魅
了
し
ま

す
。ピ
ア
ノ
伴
奏
は
大
竹
玖
実

さ
ん（
二
年
）で
す
。
続
く
サ
ク

ソ
フ
ォ
ン
独
奏
は
前
山
桃
萌
さ

ん（
三
年
）で
す
。
甘
い
音
色
が

印
象
的
で
し
た
。

　

続
い
て
四
人
の
歌
姫
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
で
す
。
最
初
に
岩
㟢

美
春
さ
ん（
四
年
）に
よ
る
歌
劇

〈
ド
ン
・
ジ
ョ
バ
ン
ニ
〉か
ら「
あ

そ
こ
で
手
を
取
り
合
っ
て
」、

そ
し
て
松
丸
葉
月
さ
ん（
博
士

前
期
二
年
）に
よ
る
歌
劇〈
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
〉か
ら「
ひ
ど
い

ぞ
！
な
ぜ
こ
れ
ま
で
」を
美
し

く
ハ
リ
の
あ
る
ソ
プ
ラ
ノ
で
聴

か
せ
ま
す
。
こ
こ
で
の
二
重
唱

は
青
戸
知
先
生
と
の
共
演
で
す
。

続
い
て
歌
劇〈
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
〉

か
ら「
さ
よ
な
ら
、
朝
の
甘
い

目
覚
め
よ
！
」を
川
並
和
香
さ

ん（
博
士
前
期
二
年
）、
山
﨑
葵

さ
ん（
博
士
前
期
二
年
）に
、
布

施
雅
也
先
生
と
青
戸
知
先
生
が

加
わ
っ
た
四
重
唱
で
、オ
ペ
ラ

の
一
場
面
を
思
い
起
こ
さ
せ
る

演
出
と
歌
声
で
会
場
を
圧
倒
し

ま
し
た
。

　

続
く
ピ
ア
ノ
ス
テ
ー
ジ
は
プ

ロ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
メ
ジ
ャ
ー

在
籍
の
川
村
綾
音
さ
ん（
一
年
）

に
よ
る〈
詩
的
で
宗
教
的
な
調

べS.173

〉よ
り「
パ
レ
ス
ト
リ

ー
ナ
に
よ
る
ミ
ゼ
レ
ー
レ
」、

続
い
て〈
二
つ
の
伝
説S.175

〉

よ
り「
波
の
上
を
渡
る
パ
オ
ラ

の
聖
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
」で
い

ず
れ
も
リ
ス
ト
の
作
品
で
す
。

次
に
安
達
若
菜
さ
ん（
四
年
）に

よ
る
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
作
品
か
ら

〈
幻
想
的
小
曲
集
作
品
３
〉よ
り

〈
悲
歌
〉と〈
前
奏
曲 

“
鐘
” 

〉で

す
。
続
い
て
同
じ
く
四
年
生
金

井
遥
さ
ん
の
演
奏
で
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の「
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
31

番
変
イ
長
調
作
品
１
１
０
」で

す
。
難
曲
を
高
度
な
技
術
で
披

露
し
ま
し
た
。

　

定
期
演
奏
会
の
模
様
は
音
楽

学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
動
画

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

四重唱

出演者全員で記念撮影

薬園台高校による発表

チバテレのインタビューを受ける安房拓心高校の生徒

学長室にて

柏南高校の発表動画作成の様子
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検 索◀■

●

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
●

東
京
聖
徳
学
園
募
金
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
．０
４
７-

３
６
５-

１
１
１
１︵
代
︶

ホ
ー
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（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
三
年
十
二
月
末
ま
で
に
寄
付
が
特
定
で
き
ま
し
た
方
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

（
な
お
、お
振
込
の
照
会
に
時
間
が
か
か
り
、
掲
載
が
遅
れ
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
次
号
に
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。）

●
法
人
役
員
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

弘
純

様

（
二
、六
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

芳
純

様

（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
香
和
会
関
係

ニ
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

長
江　

曜
子

様

（
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
ひ
じ
り
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

高
橋　

博
子

様

（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

三
七
〇
、〇
〇
〇
円

　

宮
川　

三
平

様

（
四
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

川
並　

孝
純

様

（
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

川
並　

珠
緒

様

（
八
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

九
〇
、〇
〇
〇
円

　

山
本　

真
理
子
様

（
ニ
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

「
聖
徳
教
育
学
術
振
興
募
金
」
寄
付
者
芳
名
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

阿
部　

真
美
子
様

（
ニ
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

辻　

正
行

様

（
一
ニ
〇
、〇
〇
〇
円
）

九
、〇
〇
〇
円

　

金
子　

清
美

様
（
八
四
、〇
〇
〇
円
）

　

上
坂　

真
奈
美
様

（
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

　

小
林　

真
樹
子
様

（
四
三
、〇
〇
〇
円
）

　

南
地　

礼
智

様
（
一
七
、〇
〇
〇
円
）

●
そ
の
他

ニ
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

髙
橋　

英
雄

様

（
一
、四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

︵
一
、三
四
六
、〇
〇
〇
円
︶

匿
名
希
望
者
合
計

●

合
計

ニ
八
件

三
、一
〇
ニ
、
〇
〇
〇
円

●

累
計

五
三
〇
件
九
八
、五
六
九
、八
一
一
円

●
香
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

　

長
江　

曜
子

様

（
八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

　

作
道　

訓
子

様

　

鈴
木　

初
枝

様
（
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

●
教
職
員
関
係

九
、〇
〇
〇
円

　

山
本　

真
理
子
様

（
一
六
、〇
〇
〇
円
）

「
聖
徳
大
学
香
和
会
五
十
周
年
記
念
奨
学
基
金
」

寄
付
者
芳
名
一
覧

●

合
計

四
件

一
六
九
、〇
〇
〇
円

●

累
計

四
〇
件

三
五
、〇
九
ニ
、
五
〇
〇
円

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

今
年
は
寅
年
と
い
う
こ
と
で
、

ト
ラ
に
ち
な
ん
だ
絵
本
を
紹
介

し
ま
す
。
二
〇
一
〇
年
六
月
私

は
国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
ネ
パ
ー
ル
国
立
図
書
館
に
赴

任
し
ま
し
た
。
同
じ
月
に
福
音

館
か
ら
刊
行
さ
れ
た『
こ
ど
も

の
と
も
』六
五
一
号
は
、「
む
か

し
む
か
し
、ト
ラ
と
ネ
コ
は
な

か
の
よ
い
し
ん
せ
き
で
お
な
じ

も
り
に
く
ら
し
て
い
ま
し
た
」

で
始
ま
る
ネ
パ
ー
ル
の
昔
話

「
ト
ラ
と
ネ
コ
」の
絵
本
で
す
。

大
き
な
ト
ラ
が
子
ネ
コ
に
木
登

り
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
か
ら

仲
た
が
い
し
、ト
ラ
の
復
讐
を

恐
れ
た
ネ
コ
が
森
を
出
て
、
人

の
住
む
場
所
で
安
住
の
地
を
得

る
と
い
う
お
話
で
す
。ネ
コ
が
穴

を
掘
っ
て
懸
命
に
自
分
の
排
せ

つ
物
を
隠
す
の
は
、ト
ラ
に
気

づ
か
れ
な
い
た
め
だ
っ
た
と
は
。

文
は
、プ
ル・
ト
ゥ
リ
パ
テ
ィ
さ

ん
が
幼
い
時
に
近
所

の
お
じ
い
さ
ん
や
お

ば
あ
さ
ん
か
ら
聞
い

た
昔
話
か
ら
の
再
話

で
す
。
絵
は
い
ば
や

し
ま
さ
こ
さ
ん
で
、

怖
い
は
ず
の
ト
ラ
が

ち
ょ
っ
と
と
ぼ
け
た
感

じ
で
味
が
あ
り
ま
す
。

　

滞
在
中
に
、
ダ
サ

イ
ン
と
い
う
お
祭
り

の
休
暇
を
利
用
し
て
、

私
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
仲

間
と
一
緒
に
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
自
然
保
護
区

を
巡
る
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
に
出
か
け
ま
し
た
。

標
高
三
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
プ
ー

ン
ヒ
ル
か
ら
は
、ダ
ウ
ラ
ギ
リ
、

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
、マ
チ
ャ
プ
チ
ャ

レ
の
三
つ
の
名
峰
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
思
わ
ず
立
ち

す
く
ん
で
し
ま
う
荘
厳
な
夜
明

け
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
し
た
。
こ
の

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
終
盤
に
や
や

う
っ
そ
う
と
し
た
森
を
抜
け
る

行
程
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

「
ヒ
ョ
ウ
に
注
意
」と
い
う
看
板

を
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
調

べ
て
み
ま
す
と
ネ
パ
ー
ル
に
は

ヒ
ョ
ウ
も
い
ま
す
し
、
高
地
で

は
ユ
キ
ヒ
ョ
ウ
も
観
察
さ
れ
て

い
ま
す
。「
ト
ラ
と
ネ
コ
」を
開

い
た
後
に
ネ
コ
を
見
ま
す
と
、

両
方
と
も
ネ
コ
科
な
の
で
当
然

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
丸
顔
の

可
愛
い
ネ
コ
も
ト
ラ
に
見
え
ま

す
。
昔
々
ト
ラ
と
ネ
コ
が
な
か

よ
く
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
な
平

穏
な
一
年
が
皆
様
に
訪
れ
ま
す

よ
う
に
。（

館
長　

村
山
隆
雄
）

や
は
り
親
戚
だ
っ
た

ト
ラ
と
ネ
コ

　

現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
日
本
を

含
め
て
、
世
界
中
で
爆
発
的
な

感
染
拡
大
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
通
常
の
株

と
比
べ
て
、ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ

ク
質
に
三
十
カ
所
程
度
の
変
異

が
有
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
十
五

か
所
程
度
の
変
異
は
ウ
イ
ル
ス

が
私
た
ち
の
体
に
入
り
込
む
場

所
で
あ
る
受
容
体
に
結
合
す
る

部
分
に
存
在
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
通
常

の
株
に
比
べ
て
私
た
ち
の
体
の

細
胞
に
入
り
こ
み
や
す
い（
感

染
し
や
す
い
）可
能
性
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
潜
伏
期
間

が
デ
ル
タ
株（
五
日
）に
比
べ
て

三
日
と
短
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、

感
染
し
や
す
く
、
感
染
が
次
か

ら
次
へ
と
広
が
り
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、

系
統
樹
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
も

感
染
し
や
す
い
ア
ル
フ
ァ
株
に

近
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、

お
子
様
へ
の
感
染
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
、ス

パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
に
対
す
る
抗

体
を
作
り
、
感
染
を
抑
え
、
重

症
化
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま
す

が
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
、
こ
の

免
疫
の
仕
組
み
を
く
ぐ
り
抜
け

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
す
る
対

策
と
し
て
、不
織
布
マ
ス
ク（
お

子
様
も
二
歳
以
上
で
可
能
な

ら
）を
し
っ
か
り
つ
け
る
、
寒

い
時
期
で
す
が
、
暖
か
い
衣
類

で
防
寒
し
な
が
ら
換
気
を
し
っ

か
り
す
る
こ
と
が
、
大
変
大
切

で
す
。

　

ま
た
十
二
歳
以
上
の
皆
様
へ

の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
三
回

目
接
種
、
十
二
歳
未
満
の
お
子

様
へ
の
接
種
も
大
変
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

（
所
長　

宮
川
三
平
）

　

二
月
に
入
る
と
時
折
、
東こ

風ち

が
吹
き
、「
春は

る

隣と
な
り

」を
感
じ
る
日

が
あ
り
ま
す
。

　

時
々
、
学
生
た
ち
の
丸
ま
っ

た
背
中
も
伸
び
て
、
こ
の
風
に

押
さ
れ
て
走
る
姿
か
ら
も「
春

隣
」を
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
同
時
に
新
入
部
員
を
心
待
ち

し
、
思
い
を
馳
せ
る
季
節
で
も

あ
る
の
で
す
。
そ
の
新
入
部
員

は
少
な
く
と
も
三
名
は
確
定
し

ま
し
た
。
例
年
出
場
し
て
お
り

ま
し
た
関
東
大
学
女
子
駅
伝
は
、

こ
こ
数
年
の
間
、
部
員
不
足
、

参
加
標
準
記
録
の
未
達
成
な
ど
、

さ
ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
と
い
う
様
々
な
壁

に
阻
ま
れ
、
久
し
く
出
場
か
ら

遠
の
い
て
お
り
ま
し
た
。
し
か

し
来
年
度
に
お
い
て
は
有
望
な

新
入
部
員
の
加
入
に
よ
り
、
出

場
の
条
件
も
ク
リ
ア
し
出
場
可

能
な
態
勢
が
整
い
ま
す
。

　

冬
が
去
っ
て
春
が
来
る
と
い

う
意
味
か
ら
物
事
が
好
転
す
る

こ
と
も
意
味
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
世
も
我

が
競
技
部
に
お
い
て
も
、
こ
の

季
節「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」に

よ
っ
て
一い

ち

応お
う

、
来ら

い

福ふ
く

と
な
る
の

で
し
ょ
う
か（
笑
）

　

冗
談
は
さ
て
お
き
ま
し
て
、

令
和
四
年
度
は
捲
土
重
来
を
期

し
て
関
東
大
学
女
子
駅
伝
を
目

指
し
て
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

相
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご
支
援
、
ご

協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
暦
の

上
で
は
春
と
は
言
え
、
寒
い
日

が
続
き
ま
す
の
で
、
ご
自
愛
専

一
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

走
走

（
陸
上
競
技
部
監
督佐

藤　

信
春
）

心
を
合
わ
せ
て
、

第
６
波
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う

保
健
セ
ン
タ
ー  

所
長
だ
よ
り

+
+

　

聖
徳
学
園
へ
の
ご
寄
付
は
、

所
得
税
法
上
の
優
遇
措
置（
寄

付
金
控
除
）を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
個
人
の
方
の
ご
寄

付
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
税
額
控

除
」ま
た
は「
所
得
控
除
」が
適

用
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
の
際

に
、ど
ち
ら
か
を
お
選
び
く
だ

さ
い
。

　

今
年
の
申
告
受
付
は
二
月

十
六
日（
水
）よ
り
開
始
さ
れ
ま

す
。
手
続
き
の
お
忘
れ
が
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確定申告確定申告でで
「「寄附金控除寄附金控除」」のの

手続きを手続きを
お忘れなく。お忘れなく。

募
金
だ
よ
り

駆
け
る
娘こ

の

背
中
ピ
ー
ン
と

　
　
春
隣

一い
ち

陽よ
う

来ら
い

復ふ
く

川
並
弘
昭
記
念
図
書
館
・
聖
徳
博
物
館  

館
長
だ
よ
り

◯40

監
督
の
部
屋

聖
徳
大
学
陸
上
競
技
部

名峰マチャプチャレ（魚の尾の意味）：筆者撮影

【確定申告書作成時の参考】

寄付金の種類 税額控除の場合：公益社団法人又は公益財団法人等に対する寄附金
所得控除の場合：上記以外の寄附金控除に該当する寄附金

「条例により指定した
寄附金」の対象地区

都道府県：東京都・千葉県・茨城県
市区町村：八王子市・松戸市・成田市・浦安市・取手市
※お住まいの地域が対象地区に含まれているかご確認ください。

寄附先の所在地 東京都港区三田三丁目4番28号
寄附先の名称 学校法人東京聖徳学園
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十
一
月
二
十
七
日（
土
）、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
の
た
め
中
止
に
な
っ
て
い
た

学
外
研
修
Ⅰ
、
Ⅱ
の
代
替
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
、
一
部
・
二
部

の
一
、二
年
生
が
箱
根
へ
研
修

旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
往
復
の

移
動
は
、
五
分
で
空
気
が
入
れ

替
わ
る
機
能
搭
載
の
バ
ス
三
台

に
分
乗
し
、
二
つ
の
座
席
を
一

名
で
使
用
す
る
等
、
万
全
の
感

染
症
対
策
を
取
り
ま
し
た
。

　

一
部
一
年
生
は
前
日
に
幼
稚

園
実
習
を
終
え
た
ば
か
り
で
し

た
が
、
そ
の
疲
れ
を
見
せ
る
こ

と
な
く
、
友
達
と
の
久
々
の
会

話
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

現
地
に
到
着
す
る
と
、
一
行

　

十
二
月
十
二
日（
日
）、
本
校

に
て
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
と

の
共
同
開
催
で「
第
六
十
五
回

グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。グ
ル
ー
プ
研
究

は
、
一
グ
ル
ー
プ
四
～
七
名
の

学
生
が
一
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
、

こ
の
研
究
発
表
会
を
経
て
、
一

本
の
論
文
を
仕
上
げ
ま
す
。
本

校
か
ら
四
グ
ル
ー
プ
、
短
大
か

ら
二
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、

二
十
分
の
発
表
と
十
分
の
質
疑

応
答
の
形
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
は「
手
作
り
玩
具
」、「
童

歌
の
効
果
」な
ど
保
育
に
直
接

関
わ
る
内
容
や
、「
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
保
育
」、「『
気
に
な
る
子
』

の
支
援
」な
ど
人
間
関
係
、
障

害
児
保
育
に
関
わ
る
も
の
、
ま

た「
メ
デ
ィ
ア
に
み
る
虐
待
研

は
ま
ず
箱
根
の
関
所
を
訪
れ
ま

し
た
。
芦
ノ
湖
で
は
遊
覧
船
に

乗
り
、
冷
た
い
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
も
船
上
か
ら
晩
秋
の
紅
葉

を
楽
し
み
ま
し
た
。次
に
訪
れ
た

箱
根
園
で
は
ア
ザ
ラ
シ
シ
ョ
ー

を
鑑
賞
し
、
昼
食
に
は
刺
身
や

鍋
が
味
わ
え
る「
箱
根
定
食
」を

堪
能
し
ま
し
た
。
日
帰
り
の
小

旅
行
で
し
た
が
秋
の
箱
根
を
満

喫
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
生
た

ち
は
充
実
し
た
表
情
で
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

　

学
外
研
修
の
目
的
で
あ
る

「
衣
食
住
を
共
に
す
る
」こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
学
年

を
超
え
た
親
睦
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
面
授
業
が

究
」、「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
保
育
」

な
ど
社
会
学
、
心
理
学
の
研
究

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も

思
う
よ
う
に
行
え
な
い
中
、
日

帰
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
意
義

興
味
深
い
内
容
で
、
す
べ
て
の

発
表
が
非
常
に
よ
く
研
究
さ
れ

て
お
り
、
近
年
稀
に
み
る
非
常

に
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
発
表
で

の
あ
る
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。

し
た
。グ
ル
ー
プ
研
究
の
目
的

で
あ
る「
協
働
す
る
力
」、「
一
つ

の
テ
ー
マ
を
探
求
し
尽
く
す
」

能
力
を
磨
き
続
け
た
こ
と
が
研

究
成
果
に
表
れ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
た
質
疑
応
答
で
は
、

会
場
の
学
生
か
ら
多
く
の
質
問

が
上
が
り
、
白
熱
し
た
光
景
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、ゼ
ミ

や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
オ
ン
ラ

イ
ン
や
電
話
対
応
で
行
う
な
ど
、

学
生
も
教
員
も
制
約
が
あ
る
中

で
の
研
究
で
し
た
。
今
回
の
研

究
結
果
は
、
現
時
点
で
の
仮
説

で
あ
り
、
学
生
は
こ
れ
か
ら
社

会
に
出
て
、
子
ど
も
た
ち
を
通

し
て
こ
の
仮
説
を
検
証
し
て
い

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。グ
ル
ー

プ
研
究
の
活
動
で
得
た
、
探
求

す
る
力
、
課
題
を
解
決
す
る
力

を
社
会
で
も
発
揮
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

　

十
一
月
二
日（
火
）か
ら
五
日

（
金
）ま
で
の
四
日
間
、
高
校
二

年
生
は
、
那
須
・
会
津
方
面
へ

の
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

那
須
は
一
二
〇
〇
年
以
上
の

歴
史
を
も
つ
温
泉
地
で
あ
り
、

日
本
を
代
表
す
る
保
養
地
の
一

つ
で
す
。
ま
た
、
会
津
は
戊
辰

戦
争
で
激
し
い
戦
場
と
な
り
、

「
白
虎
隊
」の
悲
劇
な
ど
、
幕
末

動
乱
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

生
徒
達
は
自
身
の
足
で
そ
の

地
を
巡
り
、
事
前
に
学
習
し
た

知
識
を
そ
の
目
で
確
か
め
ま

し
た
。

　

大
内
宿
は
、
江
戸
時
代
の
宿

場
町
の
景
観
を
そ
の
ま
ま
残
し

て
い
ま
す
。
茅
葺
き
の
家
々
が

続
き
、
そ
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

小
高
い
展
望
台
か
ら
は
、
紅
葉

で
赤
く
染
ま
っ
た
山
々
の
中
に

遠
い
昔
の
日
本
集
落
が
浮
か
び

上
が
る
光
景
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。
そ
の
他
、
一
行
は
東

武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
、喜
多

方
市
内
、
会
津
若
松
城（
鶴
ヶ

城
）、
那
須
ハ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー

ク
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
の
最
後
は
、
都
内

に
場
所
を
移
し
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講

師
の
指
導
の
も
と
、フ

ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル

コ
ー
ス
・
デ
ィ
ナ
ー
を

堪
能
し
、
生
徒
た
ち
は

緊
張
の
中
に
も
優
雅

な
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
翌
日
は
、

最
後
に
四
〇
〇
年
の

時
を
重
ね
た
日
本
庭

園
を
見
な
が
ら
朝
食

を
と
り
、
四
日
間
の
旅

行
は
無
事
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
を
通
し

て
生
徒
た
ち
は
様
々

な
歴
史
文
化
に
触
れ
、

生
き
た
学
び
に
は
多

く
の
収
穫
が
あ
っ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

十
一
月
八
日（
月
）か
ら
十
日

（
水
）、
中
学
二
・
三
年
生
は
鴨

川
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
マ
ザ
ー
牧
場
に
向
か

い
ま
し
た
。
動
物
に
触
れ
合
い
、

昼
食
を
と
る
内
に
緊
張
感
も
と

れ
、
い
つ
も
の
明
る
い
生
徒
た

ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
畜

産
体
験
で
は
、
乳
搾
り
体
験
に

加
え
、
係
の
方

か
ら
畜
産
業
の

現
状
や
問
題
点

の
説
明
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
は
熱

心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
鴨

川
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
を
見
学
し
、

シ
ャ
チ
や
ア
シ

カ
の
シ
ョ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。

夜
は
ナ
イ
ト
ツ

ア
ー
に
赴
き
、

学
芸
員
の
方
が

海
洋
生
物
の
生

態
や
夜
の
様
子

を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
昼
間

と
は
違
う
動
物

た
ち
の
様
子
を
、

　

十
二
月
九
日（
木
）、中
学
一
・

二
年
生
は
、
お
台
場
の
Ｔ
Ｇ
Ｇ

（T
okyo Global Gatew

ay

）

に
英
語
体
験
学
習

に
行
き
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｇ
Ｇ
は
、
海
外

を
イ
メ
ー
ジ
し
て

作
ら
れ
た
街
並
み

や
教
室
環
境
が
整

っ
た
、グ
ロ
ー
バ
ル

な
世
界
を
体
験
で

き
る
英
語
学
習
施

設
で
す
。
生
徒
達
は
、

一
日
中
英
語
に
囲

ま
れ
、ネ
イ
テ
ィ
ブ

の
講
師
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
積
極
的
に
授

業
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
興
味
深
く
観
察
し

て
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
、
鋸
山
ハ
イ
キ
ン

グ
に
向
か
い
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
山
頂
か
ら
は
東
京

湾
の
向
こ
う
に
富
士
山
を
見
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
は
、
貴
重
な
宿
泊

体
験
学
習
に
な
り
ま
し
た
。

　

将
来
に
必
ず
役
立
つ
英
語
の

世
界
を
体
験
し
、
大
変
有
意
義

な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

学
外
研
修
代
替
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
箱
根
バ
ス
旅
行
～

第
六
十
五
回 

グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会

那
須
・
会
津
方
面
修
学
旅
行

鴨
川
研
修

Ｔ
Ｇ
Ｇ
体
験
学
習

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

光
英
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｓ
中
学
校
・
高
等
学
校

芦ノ湖 遊覧船にて

鋸山にて
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本
園
で
は
毎
年
二
月
に
、一
年

間
の
ま
と
め
と
し
て「
表
現
あ
そ

び
」と
題
し
て
発
表
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、初
め
て
学

年
毎
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
、感
染
対
策
を
踏
ま
え
た
開

催
を
と
、日
々
検
討
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　

通
常
の
発
表
会
で
は
、年
長
組

に
よ
る
は
じ
め
の
言
葉
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
、全
園
児
で
園
歌
と
童

謡
を
披
露
し
ま
す
。「
子
ど
も
た

ち
に
童
謡
を
！
」と
い
う
故
川
並

弘
昭
前
理
事
長
の
思
い
を
受
け

継
ぎ
、普
段
か
ら
童
謡
を
大
切
に

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、歌
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、年
中
組
に
よ
る

楽
器
遊
び
、年
長
組
に
よ
る
サ
カ

ホ
ー
ン
と
合
奏
を
披
露
し
ま
す
。

　

年
中
組
は
、子
ど
も
た
ち
の
大

好
き
な
曲
を
メ
ド
レ
ー
に
し
楽

し
く
演
奏
し
ま
し
た
。
年
長
組

は
名
曲
に
挑
戦
し
、テ
ン
ポ
も
速

く
難
し
い
で
す
が
一
人
ひ
と
り

が
真
剣
に
取
り
組
み
、気
持
ち
を

一
つ
に
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、満
三
歳
児
、年
少
組
、

年
中
組
、年
長
組
の
順
で
絵
本
を

題
材
と
し
表
現
あ
そ
び
を
披
露

し
ま
す
。
年
長
組
は
、そ
の
年
に

よ
っ
て
オ
ペ
レ
ッ
タ
や
創
作
劇

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
学
年

の
子
ど
も
た
ち
も
、友
達
と
一
緒

に
い
ろ
い
ろ
な
表
現
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
が
、年
長

組
に
な
る
と
、自
分
で
考
え
た
り

感
じ
た
こ
と
を
、友
達
と
一
緒
に

表
現
し
て
楽
し
み
、イ
メ
ー
ジ
を

豊
か
に
し
た
り
、感
動
す
る
気
持

ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
保
護
者
の
方
に
は
、

全
学
年
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を

見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、学
年
毎

の
成
長
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る

良
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
頑
張
る
姿
を

見
る
と
、教
師
も
毎
回
目
頭
が
熱

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、ど
の
学

年
の
子
ど
も
た
ち
も
表
現
あ
そ

び
を
経
験
し
、み
ん
な
で
協
力
し

て
や
り
遂
げ
た
達
成
感
や
満
足

感
を
味
わ
い
、ま
た
一
つ
成
長
し

て
い
き
ま
す
。

表
現
あ
そ
び

聖
徳
大
学
八
王
子
幼
稚
園

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

　

十
一
月
九
日（
火
）、
五
年
二
組

で
社
会
科
の
授
業
研
究
を
行
い

ま
し
た
。
暗
記
科
目
と
い
う
印
象

の
強
い
社
会
科
で
す
が
、
現
在
は
、

「
考
え
る
」社
会
科
に
授
業
自
体

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
学
習
問
題
は「
ガ
ソ
リ

ン
車
は
廃
止
し
、
電
気
自
動
車
や

燃
料
電
池
自
動
車
、ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車
に
完
全
移
行
す
る
こ
と
に

賛
成
か
？
反
対
か
？
」で
し
た
。

児
童
た
ち
は
事
前
に
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
自
動
車
工
場
見
学
や
複
数

回
に
わ
た
っ
て
意
見
の
交
換
を

行
い
、
授
業
に
臨
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
た
く
さ
ん
の
教
員
が

見
学
す
る
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
初
め
は
緊
張
し
て
い
る
様
子

　

十
一
月
十
六
日（
火
）、
五
年
生

が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
南
洋
小
学

校
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。こ
の
日
ま
で
に
、教

員
は
児
童
た
ち
と
様
々
な
準
備

を
進
め
、
本
番
に
備
え
て
い
き
ま

し
た
。

　

準
備
は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま

し
た
。
一
つ
目
は
学
校
紹
介
の
動

画
作
成
で
す
。
児
童
た
ち
自
ら
が

で
し
た
。し
か
し
、徐
々

に
慣
れ
て
く
る
と「
電

気
自
動
車
は
ガ
ソ
リ
ン

を
使
わ
な
い
の
で
、
石
油
の
使
用

を
お
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
比
べ
て

電
気
ス
タ
ン
ド
や
水
素
ス
タ
ン

ド
は
少
な
い
」な
ど
、
生
活
経
験

や
事
前
に
調
べ
た
資
料
を
も
と

に
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
の「
振
り
返
り
」の
時
間

に
は「
電
気
自
動
車
が
当
た
り
前

に
な
っ
た
ら
、
本
体
価
格
も
下
が

る
の
で
は
な
い
か
？
」「
将
来
的

に
充
電
ス
タ
ン
ド
が
増
え
て
い

く
の
で
は
な
い
か
？
」と
い
っ
た

新
た
な
疑
問
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
今
後
も
児
童
た
ち

と
共
に「
考
え
る
」授
業
の
実
践

を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

日
本
語
で
考

え
た
学
校
の

紹
介
文
を
元

に
、
日
本
語
と
英
語
を
交

互
に
収
録
を
し
、
動
画
に

し
ま
し
た
。
二
つ
目
は
日

本「
文
化
・
芸
術
」「
食
事
」

「
観
光
地
」「
祭
り
」の
紹
介

を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

形
式
で
発
表
す
る
た
め
の

準
備
で
す
。
調
べ
学
習
を

し
な
が
ら
原
稿
を
作
り
、

英
語
と
日
本
語
を
読
む
練

習
も
行
い
ま
し
た
。
児
童
た

ち
は
と
て
も
意
欲
的
で
、
楽

し
み
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
番
当
日
、
児
童
た
ち
は
緊
張

し
た
面
持
ち
で
ス
ク
リ
ー
ン
を

見
つ
め
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
瞳

か
ら
は
、「
頑
張
る
ぞ
」と
い
う
意

気
込
み
も
感
じ
ま
し
た
。
自
分
た

ち
で
作
っ
た
学
校
紹
介
動
画
は

南
洋
小
学
校
の
先
生
方
に
も
好

評
で
、
皆
う
れ
し
そ
う
に
し
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
、い
よ
い
よ
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
四
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
児
童
た
ち
は

練
習
の
成
果
を
し
っ
か
り
と
発

揮
し
、オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
は
大

成
功
と
な
り
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
南
洋
小
学
校
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●聖
徳
大
学
三
田
幼
稚
園

　

聖
徳
の
各
幼
稚
園
で
は
、
誕
生

月
を
迎
え
た
園
児
た
ち
を
全
園

児
で
祝
う
誕
生
会
を
毎
月
行
っ

て
お
り
、
園
長
が
園
児
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
贈
呈
し
、
素
話
を
し
た

り
、
教
員
た
ち
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
の

出
し
物
を
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

ク
ラ
ス
ご
と
の
実
施
と
し
、
園
長

が
話
を
す
る
機
会
が
無
か
っ
た

た
め
、
今
年
度
は
、
新
た
な
方
法

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
学
期
は
年
少
組
こ
そ
ク
ラ

ス
単
位
で
の
実
施
で
し
た
が
、
年

中
・
年
長
組
は
時
間
差
を
設
け
学

年
ご
と
に
行
い
ま
し
た
。
園
児
た

ち
に
と
っ
て
は
、
み
ん
な
で
お
祝

い
を
し
、
ま
た
園
長
の
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　

感
染
者
数
が
減
少
し
た
十
月

か
ら
は
、
時
間
を
短
縮
し
つ
つ
念

願
の
全
園
児
で
の
誕
生
会
を
行

い
ま
し
た
。
年
少
組
に
と
っ
て

は
、
初
め
て
の
場
所
で
の
誕
生
会

で
、
う
れ
し
く
も
緊
張
す
る
時
間

に
な
り
ま
し
た
。
全
園
児
で「
お

め
で
と
う
」の
言
葉
で
お
祝
い
し
、

教
員
の
出
し
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く

教
員
も
以
前
の
誕
生
会
に
戻
り

つ
つ
あ
る
こ
と
に
笑
顔
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
十
一
月
の
誕
生
会
で

は
、
来
年
の
園
舎
建
て
替
え
に
伴

い
伐
採
が
決
ま
っ
た
、
園
庭
の
ケ

ヤ
キ
の「
あ
り
が
と
う
の
会
」も

行
い
ま
し
た
。
木
陰
を
作
り
、
か

く
れ
ん
ぼ
や
虫
探
し
に
と
子
ど

も
た
ち
を
た
く
さ
ん
遊
ば
せ
て
、

見
守
っ
て
く
れ
た
ケ
ヤ
キ
に
み

ん
な
で
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。
な

お
、
伐
採
さ
れ
た
木
は
、
新
園
舎

の
一
部
で
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

誕
生
会
を
通
し
て
、
園
児
は
大

勢
の
人
の
前
で
大
き
な
声
で
自

分
の
名
前
や
、
お
礼
の
言
葉
を
言

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
し
て
み
ん
な
で
、
大
き

く
な
っ
た
事
を
喜
び
、
お
友
達
を

お
祝
い
す
る
気
持
ち
を
育
み
ま

す
。コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
園

児
の
成
長
を
促
す
機
会
が
失
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
工
夫
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の誕生

会

　

今
年
度
の
春
、
本
校
吹
奏
楽
部

は「
全
国
大
会
に
行
こ
う
！
」を

合
言
葉
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
満
を
持
し
て

臨
ん
だ
夏
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

　

本
校
箏
曲
部
は
、コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
た
め
一
昨
年
三
月
、
出
場

を
決
め
て
い
た
全
国
大
会
の
辞

退
に
始
ま
り
、コ
ン
ク
ー
ル
や
演

奏
会
の
相
次
ぐ
中
止
に
よ
り
、モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
演
奏
レ
ベ
ル

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
日
々
が

続
い
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

「
Ｔ
Ｂ
Ｓ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
」だ
け
は
形
を
変
え
な
が
ら
も

継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、
部

員
た
ち
の
唯
一
の
目

標
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
年
間
で
入

部
し
た
部
員
は
、コ
ン

ク
ー
ル
出
場
経
験
は

も
ち
ろ
ん
ス
テ
ー
ジ

で
の
本
番
演
奏
経
験

が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
音

作
り
や
曲
作
り
の
基
本
を
一
つ

ひ
と
つ
確
認
し
な
が
ら
の
練
習

は
多
く
の
時
間
を
必
要
と
し
ま

し
た
。
し
か
し「
全
員
で
出
場
し

た
い
」と
い
う
部
員
の
強
い
思
い

が
、
三
年
連
続
東
日
本
優
秀
校
発

表
会
出
場
へ
の
原
動
力
と
な
り

ま
し
た
。

　

出
場
を
決
め
た
後
も
、コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
影
響
で
十
分
な
練

習
時
間
が
確
保
で
き
な
い
な
ど
、

万
全
で
臨
ん
だ
本
番
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
生
徒

た
ち
は
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
、「
優

秀
賞
」（
第
二
位
）を
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ル
で
は
、
県
大
会
金
賞
と
惜
し
く

も
全
国
大
会
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

部
員
た
ち
は
そ
こ
か
ら
多
く

を
学
び
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が

今
ま
で
の
取
り
組
み
や
考
え
を

省
み
、
様
々
な
意
見
を
出
し
合
い

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
次
の
挑
戦
と
し
て
、「
第
六
回

全
国
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
日
本
大
会
」へ

初
エ
ン
ト
リ
ー
を
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
八
月
中
旬
に
は
茨
城
県

に
非
常
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、

練
習
は
各
自
家
庭
で
の
譜
読
み

と
個
人
練
習
と
い
う
苦
し
い
時

期
が
続
き
ま
し
た
。
大
会
一
週
間

前
、
よ
う
や
く
再
開
さ
れ
た
一
日

二
時
間
の
活
動
時
間
を
大
切
に
、

練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
東
日
本
大
会
で
は

「
金
賞
」。
見
事
全
国
大
会
出
場
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

迎
え
た
十
一
月
二
十
七
日（
土
）、

横
須
賀
芸
術
劇
場
で
の「
第
六
回

全
国
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ス
テ
ー
ジ
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
」。

結
果
は
、
見
事
全
国
大
会
第
三
位

を
獲
得
し
ま
し
た
。
発
表
時
の
部

員
の
様
子
は
静
か
で
し
た
が
、
後

か
ら
徐
々
に
実
感
が
湧
い
て
き

た
よ
う
で
、帰
り
の
バ
ス
車
内
は
喜

び
の
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
に
満
足
す
る
こ
と

な
く
、
今
年
も
本
校
吹
奏
楽
部
は

更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

■
吹
奏
楽
部

初
出
場
で
全
国
大
会
第
三
位
！

■
箏
曲
部

三
年
連
続
東
日
本
大
会
出
場

社
会
科
授
業
研
究

「
考
え
る
」社
会
科
と
は

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
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聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

学
内
研
究
保
育

～
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

や
っ
て
き
た
～

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

聖
徳
学
園
に
は
七
つ
の
幼
稚

園
が
あ
り
、保
育
の
資
質
向
上
・

保
育
内
容
の
充
実
、
お
よ
び
保

育
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て

昭
和
五
十
一
年（
一
九
七
六
年
）

よ
り
学
内
研
究
保
育
を
輪
番
制

で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、今
年
度

で
四
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

本
園
が
担
当
と
な
っ
た
今
年

度
は
、
十
一
月
二
十
七
日（
土
）

『
幼
稚
園
に
お
け
る
主
体
的
な

活
動
に
つ
い
て
の
研
究
』（
自
ら

『
や
ろ
う
と
す
る
力
』を
引
き
出

す
環
境
づ
く
り
）と
い
う
テ
ー

マ
で
、
数
年
前
よ
り
取
り
組
み

進
め
て
き
た
研
究
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

今
ま
で
は
参
加
し
た
先
生
方

に
公
開
保
育
と
し
て
園
児
の

姿
・
教
師
の
保
育
の
様
子
を
見

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

　

本
園
の
園
児
た
ち
に
と
っ
て
、

一
年
で
一
番
楽
し
み
な
行
事
と

い
え
ば
、
や
は
り
ク
リ
ス
マ
ス

会
で
す
。
今
年
度
は
十
二
月

十
三
日（
月
）に
行
い
ま
し
た
。

　

十
一
月
か
ら
、
玄
関
な
、
園

内
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
装
飾
を
し

て
い
く
に
つ
れ
、
園
児
た
ち
の

間
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
話
題
で

持
ち
き
り
に
な
り
ま
し
た
。
今

年
も
本
園
恒
例
の（
お
手
紙
を

貼
っ
て
お
く
と
届
け
た
い
人
に

届
け
て
く
れ
る
）『
魔
法
の
柱
』

に
、
年
長
松
組
の
園
児
た
ち
が

「
サ
ン
タ
さ
ん
、ク
リ
ス
マ
ス
か

い
に
き
て
く
だ
さ
い
」と
書
い

た
手
紙
を
貼
っ
て
お
き
ま
し
た
。

止
の
た
め
、
昨
年
よ
り
学
内
研

究
保
育
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

発
表
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、

公
開
保
育
の
代
わ
り
と
し
て
教

師
一
人
ひ
と
り
が
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
研
究
を
、
動
画
を
含
め
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
ま
と
め
上
げ

配
信
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

な
試
み
と
し
てT

eam
s

を
活

用
し
、グ
ル
ー
プ
ご
と
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。
通
信
環
境
が
不

安
定
に
な
り
、
思
う
よ
う
に
伝

え
ら
れ
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し

た
が
、
一
人
ひ
と
り
の
意
見
や

情
報
を
交
換
す
る
こ
と
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
迎
え
る
ま
で
教
師

は
園
児
の
発
達
・
興
味
関
心
に

気
づ
き
な
が
ら
保
育
を
進
め
、

よ
り
深
く
幼
児
を
理
解
す
る
た

め
に
工
夫
し
、
そ
の
結
果
、
現

場
の
教
師
か
ら「
研
究
保
育
は

大
変
だ
っ
た
が『
保
育
が
楽
し

い
』と
感
じ
ら
れ
た
」と
の
感
想

が
聞
か
れ
る
な
ど
、
今
回
の
研

究
保
育
で
は
大
き
な
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
か
今
か
と
楽
し
み
に
し
て

い
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
当
日
は
、

全
園
児
が
ウ
キ
ウ
キ
わ
く
わ
く

し
た
様
子
で
登
園
し
て
き
ま
し

た
。
遊
戯
室
に
全
園
児
が
集
ま

り
、『
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
』を
歌
っ

た
り
、踊
っ
た
り
、合
奏
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
園
長
先
生
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
お
話
を
聞
き
、
教
員
た
ち

が
動
物
に
扮
し
た
劇
を
観
ま
し

た
。
そ
の
劇
の
途
中
に
シ
ャ
ン

シ
ャ
ン
と
鈴
の
音
が
し
て
き
て

…
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て

き
ま
し
た
！「
本
当
に
サ
ン
タ
さ

ん
が
来
た
ん
だ
！
」と
大
喜
び
の

園
児
た
ち
に
、そ
り
に
乗
っ
て
や

っ
て
き
た
サ
ン
タ
さ
ん
は
、「
お

部
屋
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
置
い
て

お
い
た
よ
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。ク
リ
ス
マ

ス
会
が
終
わ
る

と
足
早
に
保
育

室
に
戻
り
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
見
つ

け
た
園
児
た
ち

は
、「
わ
ぁ
！
」

と
飛
び
跳
ね
る

よ
う
に
近
寄
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス

会
が
終
わ
っ
て

も『
魔
法
の
柱
』で
は
、サ
ン
タ

さ
ん
と
年
長
児
の
お
手
紙
の
や

り
と
り
が
続
き
ま
し
た
。
お
礼

の
お
手
紙
を
貼
っ
て
お
く
と
終

業
式
の
日
に「T

hank you

」

と
い
う
返
事
が
届
き
、
大
喜
び

の
園
児
た
ち
で
し
た
。
そ
の
満

面
笑
顔
を
見
て
、
教
職
員
も
心

が
洗
わ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　
「
黄
色
が
い
っ
ぱ
い
！
」「
こ

の
葉
っ
ぱ
赤
と
オ
レ
ン
ジ
が
あ

る
」「
ピ
ン
ク
の
お
花
か
わ
い

い
」「
紫
の
お
花
は
ち
っ
ち
ゃ
い

ね
」「
こ
の
木
は
緑
だ
」こ
れ
は

園
庭
で
飛
び
交
う
園
児
た
ち
の

言
葉
。
本
園
の
園
庭
は
彩
り
豊

か
、い
ろ
い
ろ
な
色
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。

　

十
二
月
の
園
庭
に
最
も
溢
れ

て
い
る
色
は『
黄
色
』で
す
。
上

を
見
上
げ
れ
ば
黄
色
、地
面
に

視
線
を
落
と
し
て
も
一
面
に
黄

色
の
絨
毯
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

園
庭
を
黄
色
一
色
に
染
め
て
い

る
正
体
は
、八
階
の
高
さ
ま
で

あ
る
大
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
で
す
。

園
児
た
ち
は
葉
を
た
く
さ
ん
集

め
て
花
束
に
し
た
り
、手
に
し

た
大
量
の
葉
を
思
い
切
り
投
げ
、

　

本
園
に
は
、園
舎
の
二
階
に

絵
本
の
部
屋
が
あ
り
、子
ど
も

た
ち
が
好
き
な
絵
本
を
読
ん
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

二
階
ま
で
行
か
な
く
て
も
自
由

に
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

シ
ャ
ワ
ー
に
し
て
か
け
あ
っ
た
り

と
大
興
奮
！「
あ
れ
？
イ
チ
ョ
ウ

の
葉
っ
ぱ
形
が
違
う
よ
」よ
く
見

る
と
扇
型
の
葉
と
切
り
込
み
の

入
っ
た
葉
の
違
い
を
発
見
す
る

園
児
も
い
ま
す
。「
何
で
か
な
？
」

「
調
べ
て
み
よ
う
」と
イ
チ
ョ
ウ

は
園
児
た
ち
が
不
思
議
に
思
っ

た
り
疑
問
に
感
じ
た
り
す
る
き

っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

一
方
、桜
の
木
の
落
ち
葉
は
、

一
つ
と
し
て
同
じ
色
は
な
く
、

黄
色
、赤
色
、茶
色
の
美
し
い
グ

ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
描
き
ま
す
。

ま
た
、花
壇
で
は
パ
ン
ジ
ー
や

キ
ン
セ
ン
カ
、ス
ト
ッ
ク
な
ど
が
、

ピ
ン
ク
、紫
、黄
色
、オ
レ
ン
ジ

色
の
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、み

ん
な
を
癒
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

四
季
折
々
で
変
化
す
る
色
に

囲
ま
れ
、園
庭
に
は
園
児
た
ち
の

元
気
な
姿
と
笑
い
声
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
る
園
庭
の
自
然
。
園

と
、玄
関
ホ
ー
ル
の
一
角
に
も

絵
本
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
好
き
な

絵
本
や
図
鑑
を
は
じ
め
、季
節

に
合
わ
せ
て
絵
本
を
入
れ
替
え

て
お
り
、み
ん
な
が
楽
し
み
に

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
の
際
は
、ま
ず
子
ど
も

た
ち
は「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
人
形

の
前
で
消
毒
を
す
る
」約
束
を

し
っ
か
り
守
り
、コ
ロ
ナ

感
染
対
策
を
し
て
絵
本

コ
ー
ナ
ー
に
入
り
ま
す
。

　

絵
本
コ
ー
ナ
ー
は
、保

育
室
に
は
置
い
て
い
な

い
本
が
あ
る
こ
と
が
魅

力
で
、ひ
ま
わ
り
組（
満

三
歳
児
）、
桜
組（
年
少

児
）も
字
は
読
め
な
く
て

も
絵
を
見
て
楽
し
み
、梅

組（
年
中
児
）、松
組（
年

長
児
）は
じ
っ
く
り
読
ん

で
い
る
子
ど
も
も
ま
す
。

「
今
日
は
こ
こ
ま
で
、ま
た

児
た
ち
に
と
っ
て
最
高
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
で
す
。
本
園
で
は
そ
の
時

季
な
ら
で
は
の
環
境
を
通
し
て

「
い
つ
も
に
こ
に
こ
元
気
な
子

ど
も
」を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
。

明
日
読
も
う
」「
私
は
こ
ん
ど
こ

の
絵
本
に
し
よ
う
か
な
」と
い

う
声
や
、「
こ
の
絵
本
面
白
か
っ

た
よ
」と
友
達
に
紹
介
を
す
る

会
話
が
聞
か
れ
る
な
ど
、思
い

思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。

　

十
二
月
か
ら
は
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
集
中
し
て
本
を
読
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
机
を
こ

た
つ
風
に
し
ま
し
た
。
す
る
と

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
と
な
り
、

電
気
は
つ
い
て
い
な
い
は
ず
な

の
に
、「
暖
か
い
ね
」「
こ
こ
で
読

も
う
か
な
」「
私
も
入
れ
て
」と

こ
た
つ
に
入
り
、ゆ
っ
く
り
と

絵
本
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、松
組
が

桜
組
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
て
あ
げ
た
り
、図
鑑
で
興
味

の
あ
る
こ
と
を
調
べ
た
り
と
、

今
で
は
子
ど
も
た
ち
の
ふ
れ
あ

い
の
場
と
し
て
、大
人
気
の
コ
ー

ナ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ

ど
ん
な
色
？

訓
練
の
大
切
さ

～
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
～

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

　

本
園
で
は
、
園
児
が
安
全
な

生
活
に
必
要
な
習
慣
や
態
度
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
年
間
で
い
ろ
い
ろ
な
災
害

を
想
定
し
て
避
難
・
防
犯
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
月
七
日（
火
）は
、「
強
い

地
震
が
あ
り
、
そ
の
後
配
膳
室

よ
り
火
災
が
発
生
し
た
」と
い

う
想
定
で
、
全
園
児
で
避
難
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
地
震
が
あ
っ
た
の
で
、
机

の
下
に
入
っ
た
り
、
お
部
屋
の

真
ん
中
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
園
内
放
送
を
聞
き
、
園

児
た
ち
は
急
い
で
行
動
に
移
し

ま
し
た
。
す
る
と
今
度
は
火
災

報
知
器
が
鳴
り
、「
火
事
に
な
り

ま
し
た
。園
庭
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
」と
い
う
放
送
が
流
れ
、
園

児
た
ち
は
急
い
で
防
災
ず
き
ん

を
被
り
、
外
履
き
に
履
き
替
え

ま
す
。
中
に
は
、
非
常
ベ
ル
の

音
に
驚
き
不
安
に
な
っ
て
泣
き

出
す
園
児
や
、
防
災
ず
き
ん
が

な
か
な
か
被
れ
ず
に
手
間
取
る

園
児
も
い
ま
し
た
が
、
何
と
か

無
事
に
園
庭
に
避
難
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
教
職
員

も
、
初
期
消
火
や
消
防
署
へ
の

通
報
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時
に

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
意

識
を
高
め
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
庭
で
園
児
た
ち
は
、「
い
つ

地
震
や
火
事
が
あ
る
の
か
わ
か

ら
な
い
の
で
練
習
す
る
こ
と
の

大
切
さ
」の
お
話
や
、「
お
・
か
・

し
・
も
」の
約
束
を
聞
き
、
約
束

を
守
り
行
動
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
理
解
し
ま
し
た
。

　

十
二
月
九
日（
木
）に
は
、
不

審
者
対
応
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

保
育
中
に
突
然
園
内
放
送
で
ホ

イ
ッ
ス
ル
の
音
が
園
内
に
鳴
り

響
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
玄
関

か
ら
不
審
者
が
侵
入
し
た
場
合

園
庭
に
避
難
す
る
合
図
で
す
。

園
児
た
ち
は
担
任
と
一
緒
に
機

敏
に
園
庭
に
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は「
い・か・の・お・

す
・
し
」の
約
束
を
聞
き
、
危
険

な
時
は
先
生
に
知
ら
せ
、
教
職

員
の
話
を
よ
く
聞
い
て
行
動
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
今

後
も
園
児
が
自
分
の
命
を
守
る

事
の
大
切
さ
が
身
に
つ
く
よ
う

避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
多
摩
幼
稚
園

絵
本
大
好
き
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春学期生願書受付期間

▶大学・短大 ～4月30日（土）【必着】
※書類選考のみ

▶大学院（博士前期課程）

B日程：1月24日（月）～2月7日（月）【必着】
※2月13日（日）試験

聖徳大学・短期大学部で
取得可能な免許・資格

大学・短大卒業資格
幼稚園　小学校　中学校（英語・国語・社会）
高等学校（英語・国語・地歴・書道・福祉）
養護教諭
公認心理師（大学）　認定心理士
准学校心理士　心理相談員（基礎資格）
児童福祉司※要実務1年　児童指導員
心理判定員・児童心理司　保育士　
社会福祉士（受験資格）
精神保健福祉士（受験資格）　図書館司書
学芸員　社会福祉主事

教
員
免
許

教
員
免
許

資　

格

資　

格

セイトクセイトクのの派 遣 会 社派 遣 会 社 だ か らだ か ら安心安心
派遣登録募集中！！ 幼稚園教諭、 保育士、 一般事務  お気軽にご連絡ください 

セイワコーポレーション
東京都港区虎ノ門 1-1-20 0120-525-126 般 13 - 300726

13-ユ-300913

新型コロナウイルス感染症新型コロナウイルス感染症（（COVIDCOVID--1919））の感染拡大が懸念されています。の感染拡大が懸念されています。
本紙に掲載しているイベント・行事については、今後中止・延期になる場合があります。

事前に各学校や園にお問い合わせをお願いします。

聖徳大学主催入学説明会・個別相談（オンライン）予約制

令和4年度 大学院（春学期入学）
入試日程【通学課程】

令和4年度　入 試 日 程

★詳細は、各校の募集要項でご確認ください。

■聖徳大学大学院通学課程［共学／昼・夜開講］
博士後期課程〈一般入試、社会人入試、内部推薦入試、研究生入試〉

博士前期課程〈一般入試、社会人特別入試、内部推薦入試、研究生入試〉

博士前期課程〈私費留学生特別入試〉

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

☆児童学研究科、臨床心理学研究科、言語文化研究科、人間栄養学研究科、音楽文化研究科

専門職学位課程〈一般入試、社会人入試、現職教員特別入試、内部推薦入試〉
☆教職研究科

■聖徳大学（女子）／聖徳大学短期大学部（女子）〈総合型選抜〉
■専門学校（女子）

〈推薦入試・特別入試〉

〈一般入試〉

■光英VERITAS中学校（共学）

令和4年度 大学院（春学期入学）　
入試日程【通信教育課程】

■聖徳大学大学院児童学研究科通信教育課程
博士前期課程

博士後期課程

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日

一般入試 後期
B 1月24日（月）～2月18日（金） 2月19日（土）
C 2月21日（月）～3月11日（金） 3月12日（土）

対象 入試区分 願書受付期間 入試日

中学校 第3回入試 Web 12月2日（木）～2月2日（水） 2月3日（木）

日程区分 願書受付期間 入試日

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月4日（金）

2月13日（日）
但し音楽文化研究科は、
2月12日（土）・ 13日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月7日（月）

2月13日（日）
但し音楽文化研究科は、
2月12日（土）・ 13日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月4日（金）

2月13日（日）
但し音楽文化研究科は、
2月12日（土）・ 13日（日）

日程区分 願書受付期間 入試日

C日程 令和4年
1月27日（木）～2月4日（金） 2月13日（日）

区分 出願期間 入試日

春学期入学B日程 1月24日（月）～2月7日（月） 2月13日（日）

区分 出願期間 入試日

春学期入学 1月7日（金）～1月31日（月） 2月13日（日）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般入試
C 2月22日（火）～3月8日（火） 3月14日（月）

内部推薦入試

入試区分 日程 願書受付期間 入試日
社会人特別入試※

アスリート･セカンドキャリア支援
特別奨学推薦入試

アスリート･サポート
特別奨学推薦入試

帰国子女特別入試
私費留学生特別入試
私費留学生特別奨学入試

C 2月22日（火）～3月8日（火） 3月14日（月）

☆大学型、短大型

〈社会人入試・アスリート入試・帰国子女入試・留学生入試〉

〈編入学・専攻科入試〉

入試区分 出願期間 入試日
E日程※ 3月3日（木）～3月10日（木） 3月16日（水）

※看護学部は実施しない

※看護学部は実施しない

入試区分 日程 エントリー受付期間 試験日
公募推薦入試
保育所・幼稚園園長推薦入試
同窓会推薦入試
大学生・短大生
（含専修学校）特別入試

ダブルスクール特別入試
社会人特別入試

後期

B 1月24日（月）～2月18日（金） 2月19日（土）

C 2月21日（月）～3月11日（金） 3月12日（土）

入試区分 日程 願書受付期間 入試日

一般選抜

B 2月2日（水）～2月16日（水）

2月22日（火）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等

2月22日（火）
一般選抜

C 2月22日（火）～3月8日（火）

3月14日（月）

大学入学共通テスト
利用選抜

本学個別学力試験なし
但し､看護学部の面接および教育学部教育
学科スポーツ教育コース・音楽学部の実技等

3月14日（月）
実技特別選抜入試

（音楽学部  音楽学科のみ） 3月3日（木）～3月10日（木） 3月16日（水）

〈一般選抜〉

白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原白樺高原 国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場国際スキー場

　白樺高原国際スキー場には全長1260mのゴンドラ
リフトがあり、 空中散歩気分が味わえます。目前には雪
に覆われた百名山の一つである蓼科山、 逆サイドには北
アルプスと女神湖を望める抜群のロケーション。ファミ
リーに嬉しいスキーヤーオンリーのゲレンデは晴天率80%
で、 いつ来ても極上のパウダースノーが楽しめます。
　「かすがの森」の宿泊とスキーリフト券がセットになった
お得なスキーパックプランも販売中です。今年の冬は家族
でスキー旅行を楽しんでみませんか。

　12月中旬、大学8号館のロビーに、
チョコレートのお城が出現しました。
　これは、短大・総合文化学科フード
マネジメントコース・製菓の1年生が
「チョコレート細工実習」で共同製作
した作品です。ドイツのお城をモチー
フに屋根瓦一枚一枚に至るまですべ
てチョコレートでできています。その
量はなんと15キロ。ロビーいっぱい
にチョコレートの甘～い香りが漂い、
訪れる方の注目の的になっています。

長野県佐久市春日2258-1

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート ご予約はお電話にて 電話：0267-52-2111
宿泊料金・プランはホームページをご覧ください。

http ://www.kasuganomori.com/

お問い合わせ 047-365-1200（直通）通信教育部通信教育部（（共学共学））　令和4年度 春学期生募集令和4年度 春学期生募集
　通信教育部では、令和4年度春学期生の募集を開始しています。ぜひ
この機会に、働きながら免許や資格が取得できる通信教育にチャレンジ
してみませんか。
　今年度は、オンライン（Zoom）による入試説明会と個別相談を実施して
います。各回事前予約制となります。詳細はホームページ「NEWS」で
ご確認ください。

■ 聖徳大学大学院 通信教育課程
●児童学研究科 児童学専攻 
　〔博士前期課程／博士後期課程〕

■ 聖徳大学 通信教育部
■ 聖徳大学短期大学部 通信教育部

聖徳大学 8号館ロビーに聖徳大学 8号館ロビーに
チョコレートのお城が出現！チョコレートのお城が出現！

● 入学説明会 ※WebアプリZoomにて配信いたします。
開催日▶ 2月6日（日）・2月20日（日）・3月6日（日）・3月20日（日）・4月3日（日）　　開催時間▶ 各日 13：00～13：45
● 公認心理師入学説明会 ※WebアプリZoomにて配信いたします。
開催日▶ 2月20日（日）・3月20日（日）・4月3日（日）　　開催時間▶ 各日 11：00～12：10
● 入学個別相談 ※WebアプリZoomを使用したオンライン個別相談となります。 
開催日▶ 2月5日（土）・2月12日（土）・2月13日（日）・2月19日（土）・2月26日（土）・2月27日（日）・3月5日（土）・3月12日（土）・3月13日（日）・3月19日（土）・
 3月21日（月・祝）・3月26日（土）・3月27日（日）・4月2日（土）・4月9日（土）・4月10日（日）　　開催時間▶ 各日 10：00～15：00

※予約は30分ごとになります。ご希望の日時を選択してご予約ください。

通信教育部HPより予約受付中
30日前から当日2日前の23：59までに

ご予約ください。
※インターネットにつながる PC・タブレット・

スマートフォンをご用意ください（インターネット
通信料はご本人様ご負担となります）


